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とである．2017 年 1 月に医学中央雑誌 Web 版を用いて，キーワードは「高齢者/TH」AND「皮膚保湿/AL」と




























































る看護 1 件の合計 13 件を除外した．次に，研究方
法として皮膚の洗浄を実施した 2件，勉強会の開催
1 件，評価指標の検討 1 件の合計 4件を除外した．
最後に，実態調査 3件，特集記事 2件，皮膚保湿の






した．研究対象者は入院患者が 10 件（90.9％）（5-14）, 
在宅高齢者が 1件（9.1％）（15）であった。対象人数
は 2名から 40 名であり，10 名未満が 5件（45.5％）
（5-8,14），10 名以上 20 名未満が 3件（27.3％）（9,11,13），
20 名以上が 3件（27.3％）（10,12,15）であった．対象者
の性別は男性と女性が 7 件（63.6％）（5,7,9,11-13,15），
女性のみが 1 件（9.1％）（6），不明が 3 件（27.3％）
（8,10,14）であった．研究期間は冬季を 11～4 月，夏季
5～10 月に仮定した場合，冬季と夏季の両方が 4 件
（36.4％）（6,9,10,13），冬季のみ 3件（27.3％）（12,14,15），
夏季のみ 3 件（27.3％）（5,7,11），不明 1 件（9.1％）
（8）であった.テストデザインは 2 つの介入を行う 2
群前後比較テストが 5 件（45.5％）（8,9,12,14,15），1 群



























保湿剤の使用頻度は対象者が入院患者の場合 1 日 2
回から 1週間 3回であり，1日 1回の使用が最も多
かった．また,対象者が在宅高齢者（15）の場合は対象
者の清潔習慣に合わせて 1日 1回から 1週間に 1～
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（9）,水分量・油分量・はりを測定した 1件（9.1％） 







が 3 件（27.3％）（6,13,15），感想 2 件（18.2％）（8,10），
なし 6件（54.5％）（5,7,9,11,12,14）であった．測定・観
察部位は下腿 4件（36.4％）（8,9,12,15），足関節より遠



















































水分量，油分量，はり 落屑，かさつき 感想 下腿外側，足背部，踵
部
不明
水分量，油分量 乾燥 なし 右下肢腓腹部外側中央
部
湿度30～60％
角質水分量 なし 感想 左右の内踵部，足底
部，足背部
不明
角質水分量 乾燥 なし 左右の上腕 不明
角質水分量 なし なし 両下腿前面の膝下15㎝
の中心より外側
不明





角質水分量 乾燥，鱗屑 なし 両下肢足背動脈付近 不明
表3 皮膚保湿効果の評価方法
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